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結 核 菌感 染 試験 知 見補 遺

第一編 白鼠二於 ケル實驗瞼
(昭和16年7月30日i受 領)

慶應義塾大學醫學部細菌學教室(圭任 小林敏授)

加 藤 銀 治 郎

一 緒 言

結核菌 ノ感染實験ハ経鼻、経 口感染二、皮下、

静脈、腹腔内接種二、或ハ眼結膜、健康皮膚及

ビ粘膜接種二、或ハ直接肺叉ノ・肋膜腔接種二施

行セラレ殆 ンド絵 ス所 ガナイ。然 シ從來行ノ・レ

タ實験 ラ通覧 スルニ、使用動物 ハ多 クハ家兎或

ハ海猿 ノ如キ所謂結核菌二封 シテ抵抗力 ノ弱 イ

動物 デアル、從 ツテ其 ノ観察 シ得ルモノハ入艦

ニハ稀デアル急性結核症二類似 スルモノデアル

カノ如ク思ハ のレ.且 ツ其 ノ観察法モー定期間

後試獣テ撲殺 シデ、多クノ・組織學的二検索サレ

ル方法ガ探用サレテヰル。

一般二細菌 ノ感染實験ハ菌封動物 ノ關係テ考慮

シタ登症 ノ成因ニヨル病型 テ感染及 ビ褒病阻止

ノ晃疫硯究 ノ封象 トシテ取扱 フコトガ必要デァ

ルω。帥 チ結核菌 ノ感染實験 二於テモ人禮 ノ多

クノ結核症 ト同様 ノ慢性経過チ トルベキ動物及

ビ菌株 ヲ以 ツテ實験 テススメ、臨休観察 ト同時

二長時日二亙 ツテ遜 日剖検 シテ、細菌墾的(培

養)ト 同時二組織翠的検索 ノ行ハルベキデアル。

著者ハ斯 クノ如 キ観黙 ヨリ、入艦結核症 ト同檬

ノ経過 テトル菌封動物 ノ關係 テ探知スル目的 ノ

爲二、試獣 トシテノ・從來結核菌二封 シテ抵抗力

大 ナリト思惟サレテヰタ白鼠 テ用 ヒ、接種法モ

自然感染二近 イ感染経過 ヲトルト實瞼的「チフ

ス」性疾患 デノ・考ヘラレル皮下接種法 ヲ探用 シ

テ、結核菌感染實験 テススメタノデ、其 ノ結果

テ畿表 ヒント欲 スル。

二、實験方法

(1)菌 株

供試サvタ 菌株ノ、當教室二於テ5%「 グリセリ

ン」肉汁培養基二累代培養サ レタ人型彊毒株及

ビ錫毒殊、牛型強毒株及t"賜fi株 ノ4株 デ以下

入強株、入弱株、牛強株、牛弱株 ト略記 スル。

(2)菌 液

5%「 グリセリン」肉汁培養基2週 乃至3週 間培

養デ菌苔ガ試験管壁二伸ビアガル頃、管壁二沿

フタ菌膜 ヲト%之 ラ滅菌濾紙 ノ聞ニノ・サミ、

輕 ク押サエテ菌苔 ノ含ム水分テ充分 二吸 ヒ取 リ

タ ル後計量 シ、璃磯乳鉢二移 シ、之 ヲ町摩二磨

細 シ、生理的食鰹水テ1滴 宛加へ、1c.q==1mg

.テ含有スルガ如 キ菌浮游液テ作ル。浮游液中ノ

菌ハ検鏡 ニヨリ各自孤立 シテヰルカ、多クトモ

薮個 ガー塊 ラナ シテヰルモ ノガ薮親野 中二1個

所 アル程度 デ、 コレ以上 ノ菌塊 ラ含 ム場合 ノ・菌

液 ヲ作 リ更 ヘ タ。

(3)試 獣

約50瓦 ノ白鼠 テ使 用 シタ。 白鼠 ヲ試獣 トシテ

選 ンダ ノハ 從來 白鼠 ハ 結核菌 二 封 シテ抵抗力

強 ク殆 ド試獣 トシテ用 ヒラレナカツ タガ、事 實

試獣 トシテ用 ヒ得 ザルヤ否 ヤヲ検 シ、叉一方人

禮 ニ テノ・結核初感染竈 ノ大部分ノ・治 癒 シテ、第

二次感染(exogeneoderendogeneReinfer

ktion)ニ ヨ リ登病 スル場合 ノ・慢性経過 テ トルモ

ノガ多 イガ、抵抗力大 ナル白鼠 ニテノ・人罷同様

慢性経過 テ トルニ アラザルヤ ト想像 シタタメデ

アル.白 鼠 ノ・使用前約1週 間飼育 シ元氣 アノレモ
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ノノ走テ使用 シタ。

(4)接 種 方法

スベ テ腹部皮 下接種法 ヲ用 ヒ、局所 ノ・注射前沃

度 丁幾及 ビ酒精 ニ テ潰毒 シタ後、2cc,rツ ベ ルク

リ ン」注射筒、Y3一V4mm査 径 注射針 ニテ菌液

O.5CA(O.5mg菌 量)ヲ 注射 シタ。

(5)観 察 方法

臨 沐的観察 ヲ行 ヒツツ、5日 乃 至7日 目・=1匹

ヅ ツ、各淋巴腺、各臓器 ヲ無菌的 二取 リ出 シ、

結核 薗 ヲ培 養 人ル ト共 二圭要臓 器 ノ組織 學的検

索 テ行 ツタ。

(a>臨 林 的観察、趨 重計量、蓮 動活澱 ナル ヤ

否 ヤ、食慾 ノ有無 、毛並 ノ尋 常 ナルヤ否 ヤラ観

察 シタガ、膿 重ハ漸次増 加 シ輕減 スル コトガナ

イ ノデ途 申中繕 サ レタ例 モ アル。

(b)培 養 法、 試獣 ヲ5日 乃 至7日 二1匹 宛

「エー テル」廠酵 ニテ殺 シ
、各淋 巴腺、主要臓器

ラ無 菌的 二取 リ、減菌乳鉢乳棒 テ用 ヒテ充分磨

細 シ、10-5%碗 酸 水(容 量比)ニ テ30分 間 虜

置 シタ後、1分 間3000ra廻 轄20分 間 遠心沈澱

シ、上清 テ捨 テ、不洗浮 ノマ ・沈渣 ノ上層 ヲ適

當 一=iPetragnani氏 培 地二本 二塗抹 シタ。塗抹

サvタ 培養基 テ37度 ノ鯉卵器 二牧 メ、2日 後雑

菌 ノ登生 セザル テ確 人 試験 管 ロラ「パ ラフィン」、

ニ テ封 ジタ後 、再 ビ37度 二保 チ、2ケ 月間毎週

1回 観察 シ、2ケ 月後 ノ成績 ヲ以 テ培 養成績 ト

シタ。實験威績表 中+記 號 ハ培 養陽牲 テ示 シ、

其 ノ右下 三集 落李均藪 テ示 シタ。

(イ)培 養個所、淋 巴腺6ケ 所(2-4)、郎 チ(1)

淺 頸 部淋 巴腺 ト樗 スベ キ前 後顔面静脈 ノ交 叉 ス

ル個所 ニ アル淋 巴腺及 ビ前顔静脈 ユ沿 フテ下顎

骨角 ノ高 サニ アルモ ノ、(皿)深 頸部淋巴腺 トハ

頸 動脈 ノ外側 ニ アルモ ノ及 ビ鎖 骨上窩ニ アル モ

ノ、(皿)腋 窩腺 トシテハ鎮 骨下静脈 ヨリ側胸 静

阪 ガ腋窩 ニテ分岐 スル所 ニ アル2個 ノ淋 巴腺及

ビ胸背騨脈 ガ鎮 骨下艀脈 ヨリ分岐 スル所 ニ アル

2個 ノ淋 巴腺 テ含 メ、(IV)縦 隔 寳淋巴腺 ノ・該部

ノ脂肪組織 内・=大小数個 アルモ ノ、(V)腸 間膜

腺 ハ大腸起部 デ腸 間膜 ノ附著 スル個 所 ニ アル モ

ノデ、(VI)wa腺 トハ外淺 下腹壁静脈 二溜 フテ

アル2-3個 ノ淋巴腺 デ アル。臓器 トシテノ・(Lg)

肺 葉 ノ内右 ニ アル四葉 ラ細 菌培 養 へ 左肺葉 テ

組織 用 トシタ。(H)心 臓 ノー-A部分 ヲ培 養 シタ。

(Lb)肝 臓 ノ中右季 肋部 ニ アルー葉 ヲ培 養二、左

季肋部 ノー葉 ヲ組織 用 トシタ。(N>爾 腎 臓 ノ牛

分 テ培養 シタ。(M>脾 臓 ハ牛分 テ組織 用5シ 他

ノー牛 テ培養 シタ。(NZ)大 網 ハ スベ テ培 養 シ

タ。淋 巴腺、主要臓器 ノ外(HBt)心 臓 穿刺 ニ ヨ

ル血液1c.aヲ 、 又(D>腸 ノ結核 性慶化 アル部分

ヲ培養 シタコ トモ アル。

(ロ)培 養基、Petragnani氏 培 養基{5》ラ用 ヒ

タ。 製法及 ビ消憲 法 ガ 原法 ト多少相違 スル ノ

デ、其 ノ要貼 ヲ摘 録 スル ト、材料 トシテ牛乳

150cc、 鶏 卵(全 卵)6個 、馬 鈴薯1個 、 「ペ プト

ン」(照 内末或 ハ 「ボ リペ プ トンJ)1gr 、 馬 鈴薯

澱粉6gr、 「グ リセ リン」12c.c.s2%「 マ ラヒット」

緑10c・qテ 用 ヒ、凝固及 ビ清毒法 トシテハ血 清凝

固器 ニテ適 當 ノ斜 面 トシ、第1日85度2時 間、

第2日80度2時 間加熱 シタ。 出來 アガツタ培

養基 ノ・帯 黄緑 色 デ、斜面 ハ滑澤 デ、凝 水ノ・淡黄

色透 明 デアル。斜 面 二凹凸 アルモ ノ或 ハ軟 カス

ギルモ ノノ・除外 シテ、多 クハ作製後1週 間以 内

テ使用 シタ。

(ハ)前 慮 置、人弱株 ノ時ハ10%硫 酸 水 く6-7》テ使

用 シタガ、其 ノ他 ノ場 合ハ絡 テ5%硫 酸 水テ使

用 シタ・硫 酸 膨 作 ル噸 水 申ニノ・抗酸華蟷 ガ

屡k存 在 スル(8-9)。 故 二硫 酸水 ハ100度2時 間

加熱減菌 シタ上 デ使 用 シタ働。

(二)血 液培 養、血液 申 ノ結核菌 テ培 養 スガユハ

硫 酸「ペ プ シン」法く1i)テtw用シ タ。 即 チ血液1(tsa

二、 「サボ ニ ン、 クロール、 カル シウム」液6ca

(0・1%「 サボ ニ ン」0・25%'盤 化 「カル シウム」)ラ・

加 へ5室 温 二2時 間放 置、遠 心沈 澱 シテ上清 ヲ

捨 テ、滅菌蒸鯉水 ・・一テ洗驚、硫 酸「ペ プシン」(4

%硫 酸 水、5%「 ペ プシン」)5滴 テ 加 ヘ テ 混合

シ、之 ラPetragnani氏 培 地 ・=培養 スル
。

(C)組 織標 本・左肺葉 、左季肋部 ニ アル肝葉、

脾 臓 ノ…部 ヲ10%「 ホ ルマ リン」溶液 テ 以 テ固
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定 シ、ON",ラ フ4ン 」包埋法 ノ下二、5「 ミクロ ン」 ぜ ン」氏結核 菌染色法、 「ワ ン、ギー ソ ン」氏染色

テ標準 トシテ、組織切片 テ作 リ、「ヘ マ トキ シリ 法 ラ施行 シタ。

ン、エ オジ ン」染色必要 二鷹 ジテ「チー ル、 ネル.、

三 、 實 験 成 績

(1)牛 弱 株接種實験成績(第1表 蓼照)白 鼠16匹 ハ 活濃 ナ蓮動sIK£ 、 結核死 ト思ハ

24日 間培養0。5mg腹 壁 皮下接種。接種 サ レタ レル例 ハナ イガ、禮 重檜加ノ・入弱株 ノ場合 ヨ リ

第1表 牛 弱 株 接 種 實 験 成 績

試
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ハ梢 、少 イ檬 二思 レル。注射局所 ノ・結締織 二依

ツテ包裡 サ レル傾向 ガ認 メ ラレ、・同時二皮下 出

血 ラ俘 フ揚合 ガ多 イ。注射局所 ノ結締織ハ30日

仏 ニハ殆 ンド吸牧 サ レル様 デ アル。淋 巴腺 ハ特

.s一腫 脹 スルコ トモナ イ。 肉眼的 ノ攣化 ハ肺及V

腸 二最 モ著明 デ アル。

肺 ノ慶化ノ、19日 デ現ハvタ コ トモ アルガ 〈No.

32)、多 クハ7週 後 デアル。灰 白色穿 刺大 圓型 ノ
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斑黙 デ周 園組織 トハ鋭利 轟境界 サ レ、肺 表面 ニ

ソ ミ見 ラyル(No.38、39) 。 又灰 白色小斑 ノ代

リニ小 サナ出血斑 トシテ來 ル コ ト(No.42)、 叉

其 ノ出血斑 ノ周園 二白色輪状量 ヲ俘 フモ ノモ ア

ル。此等 ノ3種 ノ攣化 ガ共在 スル コ トモ アル。

コ レラ ノ肉眼 的所見 ト培養所 見 トハ必 ズ シモー

致 シナ イ。 肉眼的所見 ラ鋏 ク例 デ培養陽性例 モ

アル(N(L35)。 又tNo.37、43ノ 如 ク肺葉 ノー

部 ガ肺炎様像 ヲ呈 シ、其 ノ表面 二留針頭大 カラ

其 ノ4≧分大 ノ圓形 ノ白斑 ガ ア リ、周園 ト鏡利 二

境 界 サ レル コ トテ見 ル コ トモ ァル。此等 ノ例 ノ

割面 デハ白斑 ハ肺 表面 ニ アリ、其 ノ中央 ハ室洞

トナ リ融 解 シタ濃厚膿汁 テ含有 スル。 コノ膿 汁

カ ラ好 氣性 デハ血液李盤上 二培 養陰 性 デアツタ

ガ結核 菌ハ培 養 シ得 タ。一般 二肝 ハ肉眼的二攣

化 ノアル コ トハ殆 ン ドナ イガNo.34ニ ノ ミー

肝葉 二留針頭大 カ ラ其 ノ牛分大 ノ膿瘍 ガ認 メラ

レタ。周 園 トハ鏡 利と境界 サ レ、濃厚膿 汁 ヲ容

レ、肝 ノ・小腸 ト密著 シテヰタ。 コ ノ膿 カラノ・結

核菌 テ培養 シ得 ナカツタ。脾 ノ、時二腫 大 シテギ

ルモ ノモ アル ガ肉眼的 二結節 テ認 メ タモ ノハ ナ

カツタ。腸 ノ攣化 トシテハ下記 ノ様 ナ所見 ガ50

日目頃 カラ殆 ン ド例外 ナ シニ認 メラ レル。即 チ

肉眼的 ニハ留針頭大 カ ラ小豆大 ノ腸壁 ノ腫脹 デ

主 トシテ室腸或ハ廻腸 二見 ラ レル。橋圓形 デ ソ

ノ長軸 ハ腸 ノ縦軸 トー致 シテヰル。腫脹 ハ限局

性 デ漿 膜 ヲ通 シテ蓮實 ノ如 ク灰 白色 ノ斑 貼 ガ多

藪 二認 メ ラレル。組織 學的 ユノ・殆 ン ド漿 膜下組

織 二及 プ淋 巴組織 ノ著 明 ナ増殖 デ、其 ノ憂化 ノ・

網状 織細胞 ノ増 殖 ヲ主 トシ、其 ノ中心部 ニノ・核

融 解、核 崩壊 、核 萎縮 等 二陥 ツ タ細 胞 ヲ多鍬 二

認 メル.淋 巴腺増 殖部 ノ腸 内容 二面 シタ粘膜 上

皮 ハ腕落 シテ、一部 潰瘍性 トナ ル。其 ノ附近 デ

ハ加 答見 性 ノ像 ガ著明 デアル
。猶 固有膜 二於 テ

ハ著 明 ナ組織球 性細胞 ノ増殖及 ビ分葉核細胞 ノ

浸潤 ヲ認 メ タ.斯 ク ノ如 キ慶化 ヲ有 スル腸 ノ部

分 カ ラ小籔 ノ結核 菌ヲ 培 養 スル コ トモ 出來 タ

(No・37>。 各 例 ノ組織 標本 ニ ツイテ結核 菌染色

ハ行 ハ ナカツタガ、絡 テ結核性 ノ攣化 ト考 ヘ ラ

レル.叉 腸 二斯 クノ如 キ攣化 ギアル場合ニノ・腸

間膜腺 モ多クノ、腫脹 シテヰタ。

結核菌 ノ培養成績 ニテハ1週 間後既工全身撒布

ガ見 ラレルガ、未ダ菌増殖ハ見 ラvナ イ。3週

間目 ニノ・淋巴腺内二菌檜殖ガ見 ラレル。腋窩

瓢鞭灘讐講二籔欝野
頸頭及 ビ腸間膜腺カラ結核菌ヲ培養 シ得ル例ハ

少 ク、且 ツソノ際 ノ菌薮モ少 イ。臓器 デハ肺 ヨ

リモ肝、脾二多ク、4-5週 目a肝 、脾 内デノ菌

檜殖 ガ見ラレ、8-9週 カラ漸次減少 ノ傾向ガア

ル。之二反 シテ肺 デノ菌檜殖ハ12--3週 後デ、

ソレ以前 ノ例 デハ培養 サレル菌藪 ハ少 イ。大網

ノ・脾二多獄菌ヲ謹明スル例二陽性 トナル様 デア

ノレoe

(2)牛 強株接種實験成績(第2表 参照)

24日間培養結核菌0.5mg腹 壁皮下接種 ノ白鼠

ノ・著明ナ生活障碍 ラ來サナィ檬 デァルガ、盟重

檜加ハ牛弱株 ヨリ更二少 ク、減少 スルモノ或八

No.50ノ 如 ク結核死 ト考ヘ ラレル例 サヘアル。

注射局所 ハ皮下出血ガ著明 デ、菌液 ガ包裡サ レ

ル傾向ガ牛弱株 ヨリ更 二少 ク、結核菌ノ・1週間

目二局所淋巴腺二無敷二登見サ レ、牛弱株 ヨリ

更 二早期二且ツ長期晶亙 ツテ全身撒布 ノ黙 ガ認

メラレル。即チ肺、肝、脾一様二3週 間後二菌

増殖ガアリ、 肝、脾 デハ7-8週 迄、肺デノ・12

週迄之ガ持緬 サレル。臓器 ノ肉眼的所見ハ牛弱

株 ト殆 ンド同 ジデアルガ、肺二慶化 ヲ認 メル時

期ノ・牛弱株9リ 早ク、脾 ノ腫大モヨリ屡 ≧認 メ

ラレル。腸 二攣化 ノ現ノ・レル時期ハ牛錫株 ト大

差ハナィガ、頸腺、膓間膜腺 ノ外腎臓、心臓ユ

モ菌 ガ謹明サレル例 ガ牛弱株 ヨリ多 ≧。換言ス

レバ戸鼠テ封 シテ牛弱株 ヨリ強ク且 ツ早期二臓

器二病攣 ヲ起 ス。而 テ病漿ハ長 ク持績 シテ結核

菌モ長期二亙 ツテ多獄二培養 シ得 ル。最 モ多獄

…一結核菌 テ謹明 シタ時期(No 、54)ノ肺、肝、脾

ノ組織像ハ次 ノ如 クデアル。

肺、比較的鰺血強ク、所々二出血 セル部ガアル。

表面二近 ク極 メテ小ナル結核結節 テ認 メル。 コ
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第2表 ギ 強 株 接 種 實 験 成 績

試

獣

饅
(

重き

生日

存鍛

淺淋
頸巴
部腺

深淋
頸巴
部腺

腋
窩
腺

肺
門腺
腸腺
間
膜

鼠}肺

駿磁

心

臓

肝

臓
剛 脾
臓1臓

大

網
腸

●

肉 眼 的 所 見

46

τ

溺

函

蕊

蕊

蕊

蕊
一

54

蕊

蕊
一

57

蕊
一

59

70→77 6 十ω 十2

一
十18

一 }

一

十30

}… へ

/一 一 }
+、}

剛夢殖転華鱗雛 躍
43→50 9 十ω 十!2

一

十12

-

十 の
一

十 ¢。

『

一

一

一

ヒ肺拙醗獅
60→80 20 十 。つ 十 ⇔。 十9

-

十30

-

十。。

一

十4㍉
一

一

十7
-

十 。。

一

一

一

}

十 黛

…-

1+1{

十 。。

一

雑菌
}

十20

}

十8
-

十の

一

十 。。

一

十1

-

十4。

一

十鳶
一

一

十4

}

㎜

ゆ{

一

}飲

軸1τ霧「冨
一 一

十9!49→45 23 十1 十3 十 の
一

雑菌
『

十の
一

雑菌
一

十4へ

}十 ω

十 の

一

十 。。

『

十 の

十 。。

一

墾 腫脹"ド モ繍 不明
52→ 如 30 十55

}

十 £5

十35

一

十 。・

一

十 ⇔。

一 一{㎝
畢

死 亡

52→50 35

一 一

十ω

一

十 。・

一

十の
一

十 。。

一

十 。。

一

十30

}

十5

}

十 の
{

一

十 の
一

十 の

一

十 の
一

十 。つ

一

十3

十 。。

一

十 。。

-i-一 一 一

}+・ ・一

十25

+・・{も
　 1-一

+の}+.。
__」__
ヨ

+糎i
i一 一

掴

56→82 42

十2

-

一

一

一

腸結核10箇 所

58→73 49

-

56

-

64

-

71

皿

76

-

79

」_
華

十 匪3i十3
…　-i-一

十s♂
匪

一1一 一

一

十15

-

十7◎

一

十4
-

⊥

十1

鉄

鉄

一

腸結核17箇 所
一

56→64

十 ⇔。

一

十の

}

十35

{

十13

-

十3

　

十80

一 一

十 。。

一 一 一

右肺、中、下葉、左肺前面二
小結節数箇所

腸結核10箇 所

57→105

一
十3

-

『

一

十 。・

一

}

一

一

十 。・

一

　

十3

十 。。

弓

腸結核14箇 所
皿

63→117

一
十2

-

十4

右肺中葉、左肺葉二小出血
斑敬箇所。腸結核15箇 所

60→118

一

}

十3
-

十1

…

_■___一 一

一一i一

雨肺二小出血斑及ビ白斑、
脾腫脹ジテ割面穎粒状、腸
結核21箇 所

66→167

一

十 の

一

十 の

一 一
【十

。◇{}

一

十3
一

雑菌
…

一

一

雨肺粟粒大出血斑多数
腸結核21箇 所

65→109 89
}+・ ・

十12 漏「石
一 一 一

+、} 腸結核9箇 所
§

ノモノハ主 トシテ上皮檬細胞カラナリ少薮 ノ淋

巴球及 ビ多核白.血球 テ混在 スル。乾酪攣性叉ハ

互態細胞ハ認 メラレナイガ、結節申二好酸性菌

テ認 メル。即チ「モイぜチフス」賄見 ラレル如キ

軍 才ル組織球性細胞増殖 トハ異ナル。

脾、濾胞ハ萎縮 セルモ脾髄細胞 ノ増殖極 メテ旺

デアル。定型的 ノ結核結節ハ認メラレナィガ所

々二於 テ亜粟粒大 ノ類キ皮細胞性結節 ラ認ル。

コノモノノ中心部ハ未 ダ乾酪攣性二陥 ラナイガ

核萎縮或ハ核崩解二陥 ツタ細胞 ノ存在 テ認メ

ル。淋巴球ハ少 ク、亘態細胞ハ全 ク認 メズ。結

核菌ハ是等結節内二於 テハ比較的多数二認 メラ

レ、而モ申心部 ヨリ梢 丸外側二多イ。結節以外

ノ部二於 テ増殖 シタ脾髄細胞内二食喰サ レタ結

の

核菌モ多激二認 メラレ、猶静賑竃内被細胞 ノ脱

落 セラレタ像 テ認 メル。

肝、被膜ノ・滑澤デアル。タリソン氏鞘 ノ檜殖モ

殆 ド認 メラレナイガ、 此 ノ部 二於テ散在性二

組織球性細胞 ノ集合 シタ小ナル病竈 ヲ少撒認 メ

ル。 コノモノハ血管周園二存在 シ比較的多撒 ノ

多核白血球 ラ含 ム.中 心部 ノ乾酪化ノ・認 メラレ
の

ナイ。 之2ペ ル氏細胞ハ増殖 シ、或ハ肥大 シ、

肝細胞ハ 中等度 ノ脂肪慶性 二陥 レルモ ノガ多

イ。典型的ナ結核結節ハ認 メラレナィ。

(3)人 弱株接種實験成績

1ケ 月牛培養 ノ菌 デ大部分ガ試駿管底`沈 澱 シ

テヰタモ ノテ用 ヒタ。 然 シ接種菌液ラPetra。

gnani氏 培養基二培養 スレバ3週 間ニシテ菌苔
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ヲナ シテ生育 スル。本菌0.5mgヲ 腹 壁皮下 二

接種 セラ レテモ 白鼠29匹 ハ何 レモ 活議 ナル獣

態 テ持績 シ、147日 ノ観察期間 中結核菌 ノタメ

ニ死亡 シタ ト思 バ レル例 ユノ・遭遇 シナ カツタ。

骨豊重.モ漸次糞曾加 シ、食慾 モ減退 シディ。骨豊重減

少或 ハ艶死 シタ例ノ・他 二原因 ヲ求 メ得 タ。注射

局所 ニハ何等認 ムた キ攣化 ナ ク、淋 巴腺 ノ腫脹

モ著 明 デノ・ナイ。病 的攣化 ノ主 ナル モ ノハ肺 二

見 ラレ、組織學 的二何 レモ肺 炎 ノ像 ヲ呈 シテヰ

ル(N・.4、5、6、7、12、14、19)。 づ レ等 ノ例

ノ牛 藪二禮重減 少或 ハ艶死 ガ見 ラレタ。培 養ハ

5日 間隔 ヲ以 テデサ レタガ、1同 モ陽性成績 ガ

得 ラvナ カツタ.コ ノ際前腿 跡 シテ10J%硫 酸

水 ヲ使 用 シテヰル以 外 二他 ノ實験 ト手技 ノ上二

相 異ハ ナイ故、白鼠 ノ抵抗力 ガ大 デアル タメカ、

菌液 テ作 ルニ用 ヒタ菌塊 ガ古 クテ生活力 ガ低下

シテヰ タタメカ不明 デ アル{實 験成績 表略)。

(4>人 強株接種實験成績(第3表 募 照)

第3表 人 強 株 接 種 實 験 成 績

触

試

獣

60

61

一
砲

一
63

一
磁

{
65

一
66

67

一
紹

一
69

70

71

一
η

　
73

禍

%

一
%

77

肝

臓

心

臓

肺

臓

鼠
瞑
腺

℃
腺腸
間
膜

.肺

門

腺

腋
窩
腺

腺深
頸
部

腺一淺
頸
部

日

激

生

存
(
瓦
)

燈

重

腎 脾}大

臓 醐 綱

45→73}i

58→82

53一ゆ63

45→48

43→72

,1

一_

9

}

15

}

5}■1
--i-・ 一一一i-r-一

⊥叫
一

}

一

一

}

十 Ω

{

}

},
一

一 一

一

一

一

}

一

一

一

一

}

}
_■幽■_{ρ1_

1

-一 「}一 _一

21

一

一 一

一
li

I心

一

一

i

-

}

一

一

十2
㎝

一

一

一

一
30

-

36

一
25一
一 一

一

_…

一一一つ 一

一 叩由一学■■一■

一

十2

一

一

一

一 一

一一

40

一 一 一

十9

56
鵜

一
ξ

62

-

67}
-

73

-

77

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

}

『

f

一

一

一

一

一

}一 一一 一

一 一
84

5 一

星

心

一

一

一

一

一

一

一

一

一 一「一一

一

88

一
i
l一

97

}

一

十2

1

一 一

一

一
101

-

106∫

一 一 『

㎜一

1

一

」

一

見所的眼肉
心

血

50→80

61→109

48→86

61→107

57→111

59→127

63→100

57→104

66→135

56→105

59→84

51→105

61・→111

荘射局所二留針頭大 ノ寝潤
結核菌(柵)

難 暑告 留鋼 大ノ關

雨側淺頸腺化膿

接種局所二留針頭大浸潤、
,結 核薗(柵)
一一.___i

_」 鵜董難糠潔職
接種局所二牛留針頭大 ノ
潤、結核菌(一)

日接種局所二牛留針頭大 バ
潤

右肺上葉小出血斑1個
__」.

右肺上葉小出血斑1個

浦
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散艦絶簸

欝繰 ア愛
ム病含像二機中炎ノ肺ソニヲ葉瘍上膿肺、右リ

斑色白次大粒粟
二
部上
個肺1左鮎

粟
ハ

纏臨
及

貼
像葉斑様上大炎右粒肺ー}豪

像様炎肺部下葉上右

攣
所酪諸乾ノ
βハ葉ア葉肺竈中ノ酪、他乾上、タ右ジジ、ナ局亡ヲ限死性二

炉

所嫡核結腸

針囎
灘噺

尖
開
核肺大結左頭腸
ー

全
大
性肺粒酪右粟乾、至性炎乃合膜豆融肋小肺性性左著在、癒表竈側二酪

炎雨般乾肺

潤灘

響灘亡死

も

輪

暇

七

弱

も

煽

㌔

も

h

も

も

〆

軸

物

軸

物

価

物

畑

ー

,

も

も

煽

蓼

も

㌔

も

嚇

煽

も

嘱

転

勅

h

も

軸

も

き

物

h

煽

物

、

煽

軸

物

価

七

七

転

生

、

鵬

鱒

偽

撚

鵬

僻

m

幽

搦

螂

描

増

偽

鵬

鵬

蹴

69↓53

靭
↓47

鵬↓51

鵬
↓55

蜘↓56

蜘↓駿

蜘
↓54

欝
↓62

描
↓65

製↓57

㎜
↓57

92遺49

糀↓弱

塒
↓68

衛↓56

嫌
↓52

望
四

80

一

81

綬

「

83

蕊
一

%

86

一

型

88
一

89

一

90

一

91

一

92

一

93

ユ4日間培養結核菌0.5mg腹 壁皮下接種。試獣

ハ健常白鼠 ト同様二活濃ナル蓮動 テナシ、食慾

モ減ズルコトナク、罷重ノ、漸次壇加スル。臓器

カラ多薮 ノ結核菌 テ謹明 シ得ル様 ナ例 デハ其 ノ

程度ノ・低 イ檬デアル。然 シ結核死 ト考ヘラレル

例ハナイ。肺二乾酪様攣化 ノ認 メラレル場合ハ

ソレガ死 ノ原因叉ハ 蓑弱 ノ原因 トナル檬デア

ル。淺頸部淋巴腺 ガ時二乾酪性憂化 ヲ起 シ、又
ノ・化膿 シチヰル場合 ガアル.ソ ノ時多 クノ附 近

ノ皮膚二何等 カノ損傷 テ認 メ得ル場合ガ多 ク、

乾酪様物質又ハ 膿瘍 カラ葡萄}伏球菌、傷「ヂフ

テリーコ菌或 ハ 「グラム」陰牲 ノ短桿菌ヲ培養 シ

得ルコトモアルガ結核菌 テ培養 シ得 タ例ガナ

イ。

注射局所 ニノ・5日 自デ限局 シタ彌力性軟 ノ留針

頭大 ノ腫瘍 ノ如 キモ ノガ アル。之 テ切 ツテ見 ル

ト中 ノ・室洞 デ結核 菌 ガ多撒読 明 サ レル。宛 モ菌

液 ガ厚 イ結締織 ノ壁 デ 包裡 サ レタカ ノ観 ガア

ル。 コノ室洞 ハ漸次小 サ クナ リ、9日 日ニノ・滑

失 シテ菌 モ讃 明出來 ナクナル。然 シコ ノ結締織

ノ塊 ノ・漸次吸牧 サvル ガ、永 ク残 ツテ40日 目

ニ モ猶認 メラ レル コ トガアル
。淺頸部淋 巴腺以

外 ノ何 レノ淋 巴腺 モ特 轟大 キ クハナ ラナ イ。結

核菌 ノ読明 サ レル様 ナ淋 巴腺 ニノ・多少大 サヲ檜

シタ ト思 バ レル例 モ アル ガ、個器 ノ差 ニ ヨル慶

動 ノ範園 内 ノ腫脹 デ肉眼的 二結節叉 ハ乾酪攣 性
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ラ認 メル ト云 フコ トノ、ナ イ。

臓 隠 ノ肉眼的所見 ハ肺 ガ最 モ顯 著 デ、肝 、脾 ノ

腫 脹 ノ・個罷差 ガ大 デ アル タメ明瞭 デナ イ。叉 肉

・眼的 ニモ病憂 ガ殆 ン ド見當 ラナイ.肺 、肝 二初

メテ菌 テ謹明 シタ注射後6週 間頃 ニハ肺 ニモ肉

眼的攣i化ハナ イ。其 ノ後11-2週 頃 肺 二小出血1

斑 デ認 メタ例(No。72、73)ガ ア ツタガ、コ・ノ例

デハ肺 カラ結核菌 ヲ培 養 シ得 ナカ ツタ。一旦 結

核 菌 ガ淋 巴腺及 ビ臓器 カラ謹明 出來 ナ クナ リ、

其 ノ後再 ビ各臓器、淋 巴腺 カラ菌 ガ謹明 サ レ、

且 ツ菌檜殖 ノ見 ラ レル時期(約20週 後)ノ 少 シ

薗 カラ、肺 二散 在性 二粟 粒大 ノ灰 白色、園形 ノ

斑 鮎 テ認 メル。 コノ斑鮎 ノ・肉眼的 ニノ・殆 ン ド異

常 ラ認 メナ イ周園肺組織 ト鋭利 二境界 サ レテヰ

ル(No.79、81、82)。 コv等 ノ所 見 ガアツテモ、

結核菌 ヲ・識明 出來 ナ イコ トガ アル(No.79)。 コ

ノ病攣 ノ外 二含氣性 二乏 シイ。少 シ透明 ノ感 ア

ル肺炎 様病竈 ラ見 ル コ トガ アル、多 クノ・底部 テ

肺門部 二、尖端 テ肺表面 二向 ケタ「ピラ ミツ ド」

型 テナ シテヰル(No.80、82、84>。 コ ノ雨者 テ

合併 スル コ トモ アル(No。82)。 肺 炎様病 竈 ガア

ツ テモ結核菌陰性 ノコ トモ ァヅタ(No.80)。 叉

留 針頭大 デ開花歌 ヲ呈 スル白斑 デ、健常肺表面

カ ラ多少隆起 シテ見 エル檬 ナ病 攣 テ呈 スル揚合

モ ァル(No.90)。 以 上 ノ諸攣化ノ・何 レモ表在性

デ アルガ、小 豆大カ ラ留針 頭大 ノ乾酪攣 化 ガ ア

ツテ、之 ガ表面 カラ漸 次深部 二迄籏大 シテ、深

部 デノ、互 二癒合、融解 シテヰル様 ナ病壁 ヲ呈 ス

ルモ ノモ アル(No.86、91) 。

腸 ノ攣 化ハ170日 後 二表 レル。病攣iハ牛型菌 ニ

ヨルモ ノ ト同檬 デアル。

培 養 ニ ョリ結核菌 ノ分布 ノ状態 ヲ追 求 スルニ、

注 射後約1週 間 デ局所淋 巴腺 二、次 デ縦 隔賓腺

二現 ハ レ、以後菌 ハ血液 ニモ淋 巴腺
、各臓器 カ

ラモ培養 出來 ナ クナル。6週 目二肺、肝 カ ラ少

歎 ノ菌 ヲー過性 二培養 シ得 タ。然 シコノ時期 轟

ハ肺、肝 デ 結核菌 ガ未 グ 檜殖 スルニハ 到 ラナ

4。 其 ノ後再 ビ結核菌ハ姿 テ滑 シテ、20週 前後

カラ淋 巴腺或 ハ臓器 カラ培 養 シ得 ル様 ニナ リ、

且 ツコノ時期ニハ結核菌ノ・淋巴腺或ハ臓器特二

肺臓内デ増殖 シテヰルコトヲ示 シテヰル。而 テ
ー般 テ通 ジテ肺及 ビ局所淋巴腺 カラ最 モ屡 ≧培

養 スルコトガ出來、且 ツ常二最モ多クノ結核菌

ヲ含有 シテヰル。縦隔寳腺、脾 モ屡 ≧結核菌ガ

登見サ レルガ菌激ハ少 イ。肝 カラノ菌謹明ハ更

二稀 デアル。

病理組織學的所見No.60ヨ リNo.93迄 縮

テノ例 ノ肺、肝、脾二就 テ細菌學的検索 ト李行

シテ行ハ レタモノデアル。 ψ ・

肺組織學的所見 接種後早期 ノモ。ノニ於テハ全

然結核性墜化ノ・認 メラレズ。即 チ5日 乃至15日

ノ例 二於 テハ輩 ナル鰺血 ノ像 テ呈 シ、或ハ非特

異ノ慶化即チ恐 ラクハ他 ノ原因ニヨリテ來 レリ

ト想像 シ得ル肺胞内 ノ分葉核白血球滲出或ハ氣

管枝周園小圓形細胞浸潤等 ラ小勤例 二於テ認 メ

タルニ過 ギズ。 然 ルニ感染後21日 以後ニアツ

テハ興味アル所見ヲ呈 ス。而 モ此 ノ所見ハ末期

二到 ル迄殆 ンド其 ノ攣化 ノ度 ヲ加 ヘズ。而テ特

異牲結核性病攣ニハ非 ザルモノノ如キモ、早期

二於ケル動物ニノ、全然認 メラソズ シテ、3週 間

以後 ノモノニ必嚢 ノ病愛 ナルラ以テ次 二記載ス

ル。 帥 チ肺内中等大血管ラ園 ミテ細胞性壇殖

アリ。 之ラ形成 セル細胞ハ組織球牲細胞`小

圓形細胞及 ビ少歎 ノ分葉核白血球 ニシテ、中等

大血管 ヲ中心 トシテ放線献 二浸潤或ノ・遊走ス

ル。而 テ附近肺胞壁毛細血管 ニハ軽度げ ル充血

ヲ認 ムルモ、 附近肺胞 内 二細胞性浸出ヲ認 メ

ズ。叉該病竈内二於 テハ何 ノ例 ニアリテモ乾酪

様攣性或ノ、結締織増殖、 ラングノ、ンス氏型亘大

細胞等ノ、認 メラレズ。.3sz.チール、ネルぜ ン氏結

核菌染色法ニ ヨリテ抗酸性菌テ謹明 シ得ナイ。

斯ル病慶ノ・前記 ノ如久 既二接種後21日 目ノ

モノニ於 テ極 メテ輕度ナルモ認 メラレ、次第

棋 ノ攣化ノ・増強 シ來ル賛o日 頃…到 リ覆

化バー旦停 止シ、而 モ周園二殆 ド影響 テ及 ボサ

ズ。實験 ノ未期二 至ル迄此 ノ儘停止歌態 ニア

ル。接種後40日 ニシテ初 メテ培養二 依 リテ肺

内二菌 テ謹明 シタルNo.67ノ 肺所見 ラ見ル

〆
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二、前記 ノ病攣iトハ全 ク無關係二、1個 ノ極メテ

小ナル結核結節ガアル。而 モ其 ノ所在ハ前記病

竈 トハ異ナリ、中等大血管ヲ中心 トセズ、肺胞壁

二生 ゼシ病墜デ、該部 ノ肺胞壁ハ肥厚 シ、多数 ノ

上皮様細胞檜殖 シ、叉極 メテ少敷 ノ小園形細胞

及 ビ分葉核白血球 ガ浸潤 スル。然 シ中心部乾酪

様攣性及ビラングノ・ンス氏型亘大細胞ハ認メラ
ゆ け

レズ。又結節内二結核菌ハ謹明 シ得ザリシモ上

記 ノ所見 ヨリ.シテ、コハ結核結節ナルコト明カ

デアル。如斯 キ病痩ハ時 日ノ経過 ト共二次第二

吸牧サレ行クモノノ如 久56日 目ノ例二就 キテ

卑ルへ 培養上二於 テハ既←菌 ラ謹明 シ得 ラレ

ザリシニモ關ラズ爾ホ且 ツ組織學的ニハ結核結

節テ想ハ シムルモノテ1個 認 メ得 タ。即チ該部

病竈ハ肋膜二近 キ部二存在 シ大サノ・前述セルモ

ノニ比 シテ梢 ≧小ニシテ上皮檬細胞 ノ檜殖セシ

所見テ呈 ス。而モ是等上皮様細胞 ノ或 ル物ノ・核

ノ着色性著 シク低下 シ、或物ハ既二核 ノ陰影ノ

ミテ認 ムルニ過ギヌ・モノモアル。叉其 ノ原形質

中二明二脂肪性 ト思ハルル物質 ヲ容 レタルモノ

ガアル。郎チ上皮檬細胞 ノ除々ナル攣性的機轄

ノ行ハ レヅツアル ト考ヘラレル。而モ爾ホ乾酪

檬憂性或ハ亘大細胞 ノ出現ハ認 メラレズ。少数

ノ分葉核 白血球 及 ビ小圓形細胞游走浸潤 ガ ア

ル。又結締織芽細胞 ノ極 メテ輕度ナル檜殖認 メ

ラル。之 レ郎 チ40日 頃二生ゼル病憂 ノ吸牧 ノ行

ハレツツアルモノナルベシ。吸牧ハ組織學的所

見テ時日ノ経過 ト共二検 スルニ比較的急速二行

ハvル モノノ如 久67日 ・:一シ既二全 ク清失 シ、

唯僅カニ詳細 ナル検索 ヲ以テセザレバ登見 シ得

ザル肺組織 ノ結締織姓無氣肺部テ認 ムルニ過 ギ

ナイ。郎チ略 気完全二近キ吸牧機轄 ノ行ハ レタ

ルヲ知 ル。如斯 ヨリ以後ハ肺組織内二末期近 ク

迄殆 ド特記スベキ攣化ナク経過 シb接 種後128

日培養上突然結核菌 ヲ謹明 シ得 タル例二於 テス

ラ未ダ新 シキ結節 ノ出現ヲ見ズ。唯此 ノ揚合二

於テハ肺胞壁毛細管 ノ高度ナル充血、壁二於 ケ

ル少歎分葉核白血球及 ビ小圓形細胞 ノ浸潤及 ビ

組織球性細胞 ノ肥大増殖等 テ認ムルニ過 ギズ。

然 ル ニ133日 目 ノ例 二到 ツテノ・極 メテ重篤 ナル

病攣 ラ呈 シ、組織 内至ル所小 ナル上皮様細胞性

結節形成 セラル。肺胞壁 バー般 二肥厚 シ、分 葉

核 白血球、組織球性細胞 ノ滲出或 ノ・肥大増殖等

盛 二 行 ノ・レ、 壁 毛細管 ノ 弩張極 メテ顯 著 デ ア

ル。爾 ボー部 ノ肺胞 内二於 テノ・入間 ノ場合 ノ乾

酪性肺 炎 ノ如 キ所謂大滲出細胞 ノ滲出著明 二認

メラル。此 レヨリ以後 ノ例 ニテノ・唯僅 カニ非特

異性 ナル結締織 ノ輕度 ナル檜殖 ニ ヨル無 氣肺 テ

認 ム〉レニ過 ギズ。然 ルー:・No.90178日 目二於

ケルモ ノノ所見 ノ・極 メテ特 異 ニ シテ、其 ノー部

二於 テハ殆 ド所 見 ヲ認 メザ ルニ、一部 二於 テハ

肺胞 内二無薮 ノ所 謂大滲 出細胞滲 出 シ來 リ、而

モ其 ノ大部分 ノモノハ極 メヴ 明透 ニ シテ、明 カ

ニ脂肪滴 ヲ有 スルモノ ノ如 ク原形質 内二多藪 ノ

室泡認 メラル。又或物 ノ、互 二融 合 シテー匿 トナ

リ、或 ノ、互 二乾酪 性攣 性二陥 リツツアル。而 テ
の

是等乾酪性肺炎 二似 ダル病竈 ノ各 中心部 トモ見

倣 スベキ部 二於 テノ・上皮様細胞 ノ結節歌 二増殖

セルモ ノアリ、 一部 ノ・氣管枝 二破 レテ結核性氣

管枝炎 テ惹起 ス。

脾組織學的所見 脾 二於 ケル攣化 ハ肺 ノ夫 レニ

比 シテ 比較的早期 二 現 ノ・レルモ、 接種後5-9

日目 ノ例 二於 テノ、未 グ殆 ド何等 ノ憂化 テモ認 メ

実。唯僅 カニFleuming氏 反慮 中福 ノ 輕度 ナ

ル賦活 テ呈 スルニ 過 ギズ。然 ル」 接種後15日

二至 レバ淋巴濾胞 ノ・既 二萎縮 二陥 ラ ントシ
、胚

芽 中福 モ亦極 メテ縮小 セルカ或 ノ・殆 ド濡失 セル

モ ノモ アル。之 二反 シテ脾髄 ノ檜殖 ハi著明 トナ

リ、肥 大増 殖 セル脾髄細胞 テ以 テ充満 セラル。

而 モ未 グ分葉核 白血球 ノ出現ハ極 メテ輕微 ニ シ

テ、所 謂急性傳 染脾 ノ所 見 テ呈 セズ。勿論特異

性結核性病憂 ノ形成 モ認 メラ レズ。此 ノ期 テ過

ギ肺 二培養上菌 テ謎明 シ得 ルニ至 ル。 帥 チ接種

後40日 目 ノモ ノニ於 テモ 所見 ハ 略k類 似 シ、

唯脾髄 二於 テハ寳加答見 ノ像比軟 的顯著 トナル

ニ過 ギズ シテ、結 核性病竈 ノ、謹 明 シ得 ズ、高度

ノ優血 ト「ヘモ ヂデリ ン」ノ沈着 著明 ナル ヲ認 ム

ル ノ ミ。斯 ル状態 ノ・比較 的永績 スルモ
、濾胞 ハ
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盆 ≧萎縮 シ來 り、ヌ蒋 日ノ経過 ト共 ユ清失 ノ蓮

命 二陥 ルモ ノ次 第 二壇加 スルモ、就 晶肺 二於 テ

結節 テ認 ムル期 二至 ルモ尚 ホ且 ツ特異性結核 結

節 ハ謹 明 セ ラ.vズ 。然 ルニ接種後128日 目 ノ例

ニ ア リテハ蔑 二増 殖 セル脾 髄 内・・一於 テ2ケ ノ結

核 結節 ヲ認 メタ。其 ノ何 レモ亜粟粒 大以下 ニ シ

テ殆 ド上皮様 細胞 ノ檜 殖 ノミヨリナ リ、2-3ノ

分 葉核 白血球 及 ビ淋巴球散 在 シ、中心部 二於 テ

ノ・上皮檬 細胞 ノ或 ルモ ノハ既 二退行性慶性 二隔

リツツアル。 而 モ中心部乾酪鹸 性ハ認 メ ラレ

・ズ
。又 亙大細胞 ノ出現 テ見 ズ。チール、ネルゼ ン

氏結核 菌染色法 テナスニ、結節 中大 ナル方 ノモ

ノニ 於 テ2--3ノ 抗 酸性菌 ガ 上皮檬 細胞 内ユ貧

喰 サ レ居 ルヲ認 メ タ。・結節周邊部 二於 テハ著 明

ナル充血認 メ ラレ、又他 ノ脾髄組織 二比 シテ多

量 ノ 「ヘ モヂデ リン」沈著認 メラル。接 種後133

日 目 ノ例 二於 テモ同様 ノ所見認 メ ラルルモ、本

例 ニ ア リテハ結 節 ハ其 ノ撒 ヲ増 シ、叉濾胞 ノ萎

縮極 メテ高度 ニシテ、 既 二清失 セルモ ノ多 ク、

残存 セルモ ノニ於 テモ胚 芽中心ハ全 ク清失 ス。

而 モ認 メ ラルル結 核結 節ハ何 レモ中心部 ノ乾酪

攣性 ヲ有 セズ、唯軍 ナル上皮檬 細胞 性増殖 アル

ニ過 ギズ.之 ヨ リ以後 ノモノニ於 テノ・結節 ノ檜

大軽度 二認 メラ レルモ、殆 ド何 レノ場合 二於 テ

モ組織學的慶化 ト培養 ニ ヨ レル成績 トノ・李行 的

ニ シテ、唯此 ノ際認 メラルル所 見 トシテハ脾 ノ

全艦 トシテ ノ萎縮次 第 二顯著 トナ リ行 ク様 デア

ノレo

肝組織學的所見。肝二於 ケル愛化ハ前記二臓器

ノ夫 レニ比 シテ最 モ輕微 ニシテ、前記二臓器二

認 メタ如キ比較的判定容易ナル結核結節 トシテ

ノ所見 テ呈 スル モ ノ唯1例 ア ル ニ 過 ギズ。然

リ ト錐 モ全實験 ノ経過 ヲ通 ジテ肝 ユ攣 化 テ認 メ

ラ レザ リシニノ・非 ズ。肝 二於 ケル攣化 ノ主禮 テ

ナ スモ ノハ其 ノクツペル氏星芒 細胞 ノ態度 轟 シ

テ、 即 チクッペ ル氏星芒細胞 ノ・比 較的早期 二於

テ既二賦活 セラ レタル如 キ態度 テ トリ、接 種後

3週 間ニ シテ既 二著 明 ナル肥大増 殖 テナス。而

テ肥大 セル是等細胞 ノ或 ルモ ノハ赤血球或 ハ白

血球 テ貧喰 セル モ ノアル モ、未 グ結節封犬檜殖 ヲ

管 ナマズ。接 種・-40日fi"=至 レバ ク ツベル氏星

芒細胞 ノ檜殖特 二著 明轟 シテ、一部 二於 テノ概

二結節状 ノ増殖 ラ螢 ミ、叉 グ リソン氏鞘 二於 テ

モ組織球性細胞 ノ結節歌増殖 アリテ、比較的多

撒 ノ核崩壊 二陥 リツツアル分 葉核 白血球 ラ容ル

ル モ組織染 色ニ ヨ リテハ 抗酸性菌 ハ 謹 明 シ得

ラ レナ イ。之 ヨ リ以後 ソ多 ク ノモ ノニ於 テ認 メ

ラ レル所 見 トシテノ・グ リソン氏鞘 二於 ケル輕度

ナル細胞浸潤、或 ノ・極 メテ小 ナル組 織球性細胞

ノ増殖竈 ナル モ、133日 目 ノ例 二於 テノ・明 カニ

1個 ノ上皮様細胞性結核 結節 アリ。結節 ハ小葉

中心部近 ク存在 シ、結 節内肝 細胞 ハ全 ク破壌 セ

ラ レテ清失 シ、叉結節 ノ中心部 二於 テハ比較的

著 明 ナル 退 行性愛 化認 メラル。 コノ例 テ 除 イ

テハ133日 以 後 ノ例 ヨ リモ結核結 節 テ謹明 シタ

ル コ トナク、何 レモク氏細胞 ノ輕 度 ナル肥大壌

殖或 ノ・グ リソ ン氏鞘 二於 ケル細胞 性増殖 ラ認 ム

ルニ過 ギズ。且133日 ヨ リ185日 二至 ル問 ノ時

閲的差異 二顯著 ナル モ ノテ 認 メナ イ。232日 目

ノ例 ヨ リノ・肝細胞其 ノモ ノノ脂肪 璽性比較的著

明 ナル モ、前記病攣 ハ寧 ロ退 化或 ハ漕失 シアル

ヲ見 タ。

四、総括及 ビ考按

從來 ノ結核菌感染試験 デ白鼠 ヲ用 ヒテ系統的ニ

ナサレタモノガ少 イ。白鼠 ハ結核菌晶封 シテ天

然冤疫性テ有 シテヰルコトノ、多撒學者 ノ承認 ス

ル所デ、富田働ハ犬、山羊、鶏、家兎、海猿 ト

共二人型結核菌 工封 スル 自然抵抗力テ比較 シ

テ、白鼠 ノ抵抗力ハ犬、山羊 ト差異 ナイトシ、其

ノ原因ハ旺盛ナ喰菌作用二依 ル(19)コトラ渡邊(pa)

ト同様二認 メテヰル。渡邊ハ自鼠皮下ニ ソ霊、mg

テ注射 スルモ人型結核菌デハ注射局所 デ輩核細

胞二被喰 サレ・叉ハ注射局所二周園劃然 タル結

節 ガ形成サ レ・大部分ハ其 ノ部二於 テ煙減 シ、

残鹸ハ近接淋巴腺二i達スルモ此盧 二於 テ煙滅 ス
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ル カ、結 節 ヲ形成 シテモ容 易二且 ツ速 カニ溝散

シ、血管 ニ ハ侵入 セズ、之 二反 シテ牛型結核菌

ハ同菌量 ニテ淋巴腺 内ニ テ檜殖 シ、血管 テ介 シ

テ諸臓 器 二入 ル ト云 フ。Kochハ 白 鼠 二動物結

核屍禮 テ喰 セ シメ,叉 ハ結核組織或 ハ組織 ヨリ

分離培 養 シタ菌 ヲ注射 シテモ、多 クノ・結核 二感

染 サセル コ トガ出來 ナ カツタ。山田 ノ、結核菌 ノ

白鼠二封 スル病原作用及 ビ各臓 器 ノ結核登生程

度 ラ實駒 スル タメ、ユ8頭 ノ白鼠 二皮 下或 ハ腹腔

へ、2mg注 射 シテ臓器 ノ組織 學的、細菌學 的

検査ヲ ナ シ、途 二感染 サ セル コ トガ出來 ナカツ

タ。然 シ占部(鋤ハ皮下注射 ニ ヨリ白鼠感 染二成

功 シテヰル。 即チ氏 ハ非病原性抗酸 性菌 ノ白鼠

二封 スル病原性試験 ノ封照 トシテ、2匹 ノ白鼠

"人 型結核 菌4mgヲ 皮 下接種 シタ。49日 目二

艶死 シタ1例 ハ腋 窩腺、鼠践腺 …抗 酸性菌 ヲ認

メタガ、 内臓 ニハ抗酸姓菌 ラ全 ク認 メズ、組織

學的9肺 二不正形結節 ラ少数二認 メタ。他 ノ1

例 ハ60日 目二艶死 シ、腋窩腺、鼠践腺 ノ腫脹及

ビ抗酸性菌 テ、肝 ニ ハ 稽 ㌃多撒 ノ抗酸性菌 ヲ

認 メ、組織學的 ニハ肺、肝 及 ビ脾 二多少 ノ病攣

ラ認 メテヰル。 コ ノ外 白鼠 テ用 ヒタ實験 ニハ

Vagedes(n),Aoki(23),BoquetetN6gre(24>,

Gloyne,RoodhouseandPage(25),Goldenberg

⑳,Hagedom⑳ 等 ガ アル、 要 スルニ人型結核

菌r封 シテハ白鼠 ハ感受 性 ガ低 ク、大量 ノ菌 ラ

皮下二注射 スvバ(10mg-Hagedorn,4mg・ 一

占部)肺 二病攣 ガ 見 ラvル 。 少量(1mg-Gol-

denberg,2mg一 山 田、ikomg一 渡 邊)デ ノ・感

染 セシメ得 ナ イ。腹腔 内接種 デノ・比較的容 易二

(2mg--BoquetetNさgre,5mg-Griffith)

羅 患 セ シメ得 ル。 静脈 内接種 デノ・1/2。mg(鷲㈹

デ著 明ナ病墜 ガ得 ラ レル ト云 フ。以上 ノ諸研究

ノ、主 トシテ接 種後一定時後 ノ病攣 ヲ病理組織 墨

的 二追求 サ レ、接種後 ノ結核菌 ノ消長 ヲ系統的

二追求 シタモノデナ イ。 本邦 デノ・原澤㈹ ガ人型

菌 テ静脈 内』注 入 シテ、其 ノ蓮命 ヲ組織墨的 二

調 査 シテヰル。

著 者 ノ實験 成績 ニ ヨマ バ牛型結核 菌ノ}人型結核

菌 ヨリモ白鼠 二封 シテ毒 力 ガ強 烈 デ アル。 即 チ

皮下 二 注射 サ レタ牛型結核 菌ハ 結締組織 デ包

裡 サ レル傾向 ガ少 ク、注 射局所 二皮 下出血 ヲ俘

フ。菌 ハ接種 後局所淋 巴腺a入 リ、1週 後 デノ・

尚 ホ菌壇 殖 ハ見 ラレナイガ、全 身二舷 ヨ リ撒布

サvル 。局所淋巴腺 内 ノ菌檜殖 ハ牛弼抹 ハ3週

後、牛強株 ノ、1週 後 カラ初 マ リ、 共 二12週 迄

持績 スル。全 身撒布後 ノ菌浦長 ヲ見 ルニ、牛賜

株 デノ・肺 ヨリ肝、脾 二早 ク(4-5週 副 増殖 シ

テ、肺 ヨリ早期(8-9週 目)`=tw少 ス ル。肺 デハ

肝、脾 ヨリ遅 ク(12--3週 目)カ デ菌増殖 ガ見 ラ

レル。牛強株 ハ皮 下接種 ニ ヨヅテモ白鼠 ヲ倒 シ

得 ル。肺、肝 脾 二殆 ド同時 二(3-4週 目)菌 増

殖 ガ起 ルガ、肝、脾 デノ・肺 ヨリ早期(9-10週 目)

`菌 減 少 ガ見 ラレル。 原澤 ガ白鼠 二牛型菌 ソ2。

mgラ 静 注 シテ組織學的 二菌 消長 ヲ見 タ結果 二

依 ル ト、肺 デノ・5-6週 二 輕度 ノ増殖 ヲナ シ、

肝 デノ・3--8週 ノ 問輕度 ノ檜殖 ヲ示 シ、脾 デハ

3-4週 二強度 ノ檜殖 ヲナ シ、淋巴腺 デノ・4-5
ご

週 デ強度 ノ檜 殖 ガ行ノ・レル ト云 フ。 コノ成績 ハ

著者 ノ牛強株 ノ菌浴長 ト相似 シテヰル。人型結

核 菌 ノ禮 内デ ノ潰長ノ・牛型菌 ノソレトハ全然趣

テ異 ニ シテ興味深 イモノガアル。人弱株 ノ・虎 置

法 トシテ、10%硫 酸 水 ラ使用 シタタメカ、菌 自

艘 二毒 力 ノナ イタメカ、比較 的陳菖培養 ノ菌 デ

アツ タカ ラ菌 ノ生 活力 ガ低 下 シテヰタタメカ培

養成績 ガ全然陰性 デ アッタ。故 二本菌株 二就 テ

ハ論及 デキナ イ。人強株 ノ・注射局所 デ結締組織

デ包裡 サv、 接種後9日 目二局所淋 巴腺 二{次

デ縦 隔寳腺 二現 ノ・レル ガ、 コノ時期 ニハ詮明 サ

レル菌藪 モ少 クテ、是等淋 巴腺 内 デ増殖 シタ ト

ハ考 ヘ ラ レナイ。'結核菌 ハ是等淋 巴腺 内 デ檜殖

1シナ イ許 リデナク、2週 間後 カラ血液、淋 巴腺

或 ノ、内臓 カラ全然姿 ヲ消 シテ了 フ。 只6週 後 二

肺、肝 二、15週 後 二深 頸部腺 ニー過性 二現 レ、18

週 後 二 腋窩腺 及 ビ 縦隔賓腺 カラ結核菌 テ培養

シ得 ル様 ニナル ト、引 キ緬 キ肺 二肉眼的所見 ガ

現 レ、且 ツ肺、肝、脾等 カラモ菌 ガ護明 セラ レル

論到 ル。而 テ肺 二於 テ ノミ菌増殖 ノ行 ハ レツツ
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アルコトテ示 シテヰル。組織學的所見ハ培養所

見 ト殆 ドー致 スル。即 チ接種後3週 乃至6週 ノ

問肺 ノ中等大血管 ノ周園二組織球性細胞 ノ浸潤

ガ現 レルガ、是等病憂ニハ結核菌、乾酪檬墜性、

上皮 様細胞 檜殖 或ハ亘大細胞 ノ出現等 ヲ見ナ

イ。故 二此 ノ病攣ハ少 クモ菌其 レ自燈 ニヨリ惹

起 サレタ漿化 ト云 フヨリ、寧 ロ菌毒ニヨル非特

異姓 ノ攣化力、或ハ生禮 ノ冤疫學的歌態 ノ漿化

ニヨツテ生 ジタモノト想像 サレル
。6週 後一一過

姓二菌 ガ培養 サレタ肺ニハ組織學的ニモ極 メテ

小ナル結核結節テ肺胞壁ユ 認 メルコトガ 出來

タ◎其 ノ後培養陰性 トナル時期ニノ、コノ結節ガ

漸次吸牧サ レツツアルノ像 テ示 シテヰル。而テ

10週 ニノ・殆 ド完全二吸攻サvタ 。次 デ再ビ培養

上陽性成績 テ得ル第18週 頃ニハ未 ダ新 シイ結

節ハナィガ、肺胞壁毛細管ハ高度二弩張 シテヰ

ル。間モナク人間 ノ血行性撒布 ト殆 ド同様ナ病

攣 ガ現 レ、乾酪性肺炎ノ像二移行 スル。肺 ノ礎
ぜ　

化 ハ上記 ノ如 ク顯著 ナル モ、脾 ニ アリテハ17週

以後 二少薮 ノ結核結節 ラ認 ムルモ、 中心部乾酪

漿姓 二 略 ラズ。 又肝 ハ 終 始特異的愛 化 子見 ナ

イ。

上記 ノ動物 ユ接種 サ レタ結核菌 ガ盟 内デ清長 ス

ル コ ト、或 ハ特定 ノ淋 巴腺又ノ・臓器 二於 テー時

的 二菌 が全 ク謹明出來 ナクナ リ、一 定時間後 二

再 ビ謹 明 サ レルニ到 ル現 象 ハ他 ノ研究者 モ銑二

目撃 シテヰル事實 デアル。 帥 チ原澤幽ノ、右鼠 二

B.C。Gテ1.5mg静 脈 内二注射 シテ観察 ラ績 ケ

タルニ、病慶 ノ清長 ハ臓器 ニ ヨ リ多少異 ナルモ

注射後一定期 間ノ・病勢衰 へ 後再 ビ檜強 スル。

而 テ接種B・C.Gモ 臓 器病攣 ノ潰長 トー致 シテ、

檜減 スル コ トテ組織墨的 二認 メタ.郎 チ肺 デハ

4週 間後、肝 デノ・4-5週 後 、脾 デノ・5-6週 ニ

ー時的 二減少 シタノテ見 タ
。叉原澤囮ハB.C.G

テ白鼠皮下 二接種 シ、其 ノ毒カ テ検 セ ン トシタ

時、其 ノ封照 トシテ人型結核菌O,5mgテ 白 鼠

腹 壁皮下 晶 注射 シタ。10週 間 ノ観 察 デハ肺 、

肝、脾 二殆 ド痩化 ナク、只第5週 ノモ ノニ於 テ

肺、脾 二小結節 テ認 メ、且 ツ結 核菌 テ染 メ出 シ

タト記載 シテヰル.角 井㈹ノ・家兎ヲ用 ヒテ人型

結核菌 ノ経腸感染 ヲ行 ヒシ時二、組織墨的二接

種後4時 間 目二廻腸、6時 間目二廻腸下部、2日

目二結腸淋巴濾胞轟少激菌 テ認 メタルモ、其 ノ

後菌バー旦腸壁淋巴腺 ヨリ姿 孝浸 シ、42日 以後

結核菌 ノ血行性蔓延テ起 シタト認 メラレル時期

二到 ツテ、初メテ腸壁ユ病痩 ト結核菌 トラ認メ

タ ト云 フ。以上 ノ文獣カラ見テ白鼠轟錫毒デァ

ル入型結核菌ヲ接 種 シタ場合、6週 目a臓 器ニ

ー過性二結核菌ヲ詮明 シタ事モ、叉一旦護明シ

得ナクナツタ菌 ガ再ビ淋巴腺或 ハ臓器カラ謹明

シ得ル様ニナツタ事 モ偶然 ノ事實 トノ、思ノ、レナ

イ。叉動物小屋内自然結核感染ハ想像 サレル程

屡 ≧起ルモノデハナイコトハ南㈱ガ結核菌二抵

抗力 ノ低 イ海猿 デ行 ツタ實験成績 カラ見テモ明

白デアルノデ、此 ノ際重感染(exogeneSuper。

infektion)ノ・除外 サルベキモノ ト思フ。 然 シー

旦結核菌ガ淋巴腺、臓器及ビ血液等 カラ培養出

來 ナクナ リ、再 ビ時間ノ経過 ト共二培養 シ得ル

様ニナル機轄 二關 シテノ、、本實験成績 カラハ何

等説明テ加ヘル コトガ出來ナイ。

上記 ノ如 ク人強株 テ白鼠皮下二接種 シタ場合ノ

菌潰長及 ビ組織學的攣化ノ・人罷 二於 ケルRanke

ノ三病期説二該當 スルガ如キ現象デアツテ、白

鼠封人強株 ノ關係ハ今後結核 ノ實験 二用 フベキ

菌封動物 ノ關係 ト考ヘル。

培養所見ニテ入型、牛型 ノ他 ノ相異鮎ハ牛型デ

ハ鼠践腺カラ大部分 ノ例デ培養陽性 トナルニ人

型デハ陽性例 ガ少 イ。 之ハ 毒力 ノ關係モアル

ガ、人型菌接種 ノ際ノ・腹壁中央 カラ、牛型菌 ノ場

合ハ左」鐡 部 カラ注射針 テ播入シ、左季肋部皮

下二菌液 テ注入 シタコ トニモ關係ガァロゥ。又

牛型菌デの多 クノ場合肺 ヨリ肝、脾 カラ培養サ

レル菌撒 ガ多イニ反 シ、人型菌デハ肺 ノ方 ガ多

イ様二思ハ レル。腸壁 ノ攣化モ亦人型、牛型菌聞

二著明ナ相異 ガアル。帥 チ牛型菌 デハ6週 カラ

殆 ド縮テノ例・=一一現ノ・レルニ反 シ、人型菌 デハ24

週後デナイト認メラレナイ。之又毒力 ノ差ユヨ

ルモ ノデァロウ。腸壁以外 デ肉眼的所見 ノ最モ
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顯著ナ臓器ハ人型、牛型共二肺デアツテ、肝、

脾ニハ殆 ド見 ラレナイ。而テ肺 ノ病攣ハ牛型、

人型 ノ間二現出迄 ノ時間的差異以外二顯著ナ差

ガナイ様デアル。淋巴腺 デハ爾型共二肉眼的所

見ハナカツタ。

上述 ノ實騨成績 ノ如 ク供試 シタ結核菌4株 ハ白

鼠二封 シテ夫々其 ノ態度 ラ相異 シテヰル事 ガ判

明シタ。其 ノ内人型結核菌 ノ人盟二於ケルガ如

キ歌態ラ示 スノノ・、人彊株封白鼠ノ關係 ノミデ

アツタ。

又一一方結核症ハ實験的「チフス」姓疾患及ビ椴性

結核症 ト相似スル鮎ガ多イ。第一二結核 ノ見疫

ハ生菌免疫デナケレバ有数 デナイト云 フ。實験

的「チフス」性疾患・=・アツテハ生菌免疫デナケレ

バ感染及 ビ登病阻止ノ免疫ガ得ラレナイ働。第

ヱニB.C.G二 依ル結核発疫 モ経 口或ハ皮下接

種 ヨリモ静脈内二與 フベキデァル トノ設 ガアル

ガ、三上働ハ假性結核菌ヲレ静脈内二接種免疫 シ
の

テ、同菌注射二依ル局所反慮 ノ輕減 ガ皮内注射

、冤疫 ヨリ顯著 デアツタコトヲ報告 シタ。第三二

Koch氏 現象 ト相似 ノ現症ガ實験的「チフス」性

疾患ニモ見 ラレル。郎チ堀働ガ生菌冤疫後短期

間デ同菌 ユ封 スル皮膚反慮ガ抑鋼 サ レル事實

テ認メタコト、 ソノ際艦内二於 ケル感染菌 ノ塘

殖モ阻止サレルコトテ中井㈹ガ謹明 シ、更二牛

場㈹ノ、感染及 ビ免疫塵置 ノ方法テ攣ヘテ発疫塵

置期間,登 病阻止能力 ノ關係テ追求 シ、以上 ノ

事實 ラ確認 シテヰル等 デアル。更二黒川αのノ・假

性結核 ノ感染實験成績 ノ登表二際 シ、結核症 ト

「チフス」性疾患及ビ椴姓結核症 ノ相似二就 テ燭

vテ ヰル。斯 クノ如 クコノ三者ニハSpezifische

Entztindungト 云 フ貼 デー致 スル許 リデナ久

発疫 ノ黙 デモ相似貼ガァル様二思ノ・レル。故二

結核菌感染實験モ實験的「チフス」性疾患或ハ假

性結核症 ノ實験 ト相李行 シテ進メラルベキガ妥

當 ト考ヘラレル ノデ、著者ノ・特二菌封動物 ノ關

係 ノ探究テ重覗 シタ理 デアル。

五、結 論

著者ノ、結核菌`封 シテ感受性低 シトサレテヰル

白鼠二、實験的「チフス」性疾患デノ・自然感染二

最モ相似 ノ嚢病機轄テ示 シ、且 正確二感染菌量

ラ知 リ得ル皮下注射二依 リ、人型、牛型 ノ強毒

弱毒 ノ結核菌株 ノ4種 テ接種 シタ。而テ人禮二

於ケル結核症 ト相似 ノ登病経過テ示 ス菌株テ探

求スル目的ノ下一=.、臨林的観察 テナシヅジ5日

乃至7日 二1頭 ヅツ殺 シ、各淋巴腺、各臓器カ

ラ結核菌培養 ヲ行 ヒ、菌 ノ潰長テ検 シ、一方主

要臓器 ノ組織學的検査ラ行 ヒ、次 ノ如キ結果 テ

得 タ。

(1)入 弱株ハ0.5mg皮 下接種 ニテハ 白鼠二

感染 セシムル能ハズ。人強株ハ特別ナル揚合ノ

外、白鼠 ノ禮重増加 テサマタゲズ。20週 以後二

肺二病攣テ呈ス。牛弱株接種郡ハ入強株接種群

ヨリ農重壇加傾向少 キモ、結核死テ來 サズ。7

週 目轟肺 二病愛 テ表ハス。牛強株ハ牛賜株 ヨリ

更二鵬重増加 テサマタゲ、接種群中ニハ結核死

ト思バ レル例 モアル。肺 ノ病愛 ノ・牛弱株 ト同時

期頃 二現 レル.然 シ菌 ノ禮 内壇殖或 ノ・撒布範 園

カラ考 ヘ テ牛弱株 ヨリ白鼠 二強毒 ト考 ヘル
。

(2)牛 型 菌 ハ 人型菌 二比 シ、 白鼠 二封 シテ強

毒 デ アル。牛型 ハ短 時 日中二局所淋 巴腺 ラ樋 過

シテ全身 二撒布 サ レ、淋 巴腺及 ビ臓器 内ニテー

様 二 檜殖 ス。人強株 ノ・局所 淋巴腺 二 現 バ レル

モ、短 時 日中ニハ菌増殖 ラナサズ。却 ヅテ接種 瓠

後2週 目ヨリ淋 巴腺、臓器及 ビ流血 ヨリ菌 ノ培

養 ノ・不能 トナ リ、20週 後 一:・・再 ビ淋 巴腺 及 ビ臓

器 ヨ リ培養 スル コ トガ出來 ル檬 ニナル。 帥 チ入

盟 二於 クルRankeノ 結核 三期読二相 當 スル如

キ菌清長 テ示 ス。

(3)肉 眼 的所見ハ 雨型 テ通 ジテ肺及9"腸 二顯

著 デ、肺 ノ攣化 ハ粟粒大灰 白色 ノ斑黙或 ノ・同大

ノ出血斑 デ、 出血斑 ノ周園 二白色輪糧 テ俘 フ

コ 下ラアル。時 二肺 門部 二底 テ置 キ、尖端 ラ肺

1表面 ・=一向 ケタ 「ビ ラ㍉ ド」型 ノ含無性 二乏 シイ
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稽 ≧透明二見エル肺尖檬像 ラ示 スコトガアル。

腸 ノ墜化ハ腸壁紫膜下二及 ブ顯著ナ淋巴濾胞 ノ

腫脹デ、圭 トシテ室腸及 ビ廻腸二見 ラレル。以

上 ノ雨慶化ハ牛型菌二早期 巳明瞭デアル場合ガ

多 イ。是等肉眼的所見 ト培養=所見 トハ必ズシモ
ま

輪致 シナイ
。特二肺 ノ肉眼的所見ノ・培養陽性成

績二先行ズルコトガ屡 ㌃デァル。肝、脾、淋巴

腺 ノ肉眼的攣化ハ爾型共二著明ナモノガナイ。

(4)組 織學的所見(人 強株接種群)

肺、肝、脾 ノ組織墜的所見申肺 ノ夫 レガ最 モ顯

著 デ特異的デァル。帥チ接種後3週 ニシテ中等

大血管 ノ周園二非特異的ナ組織球性細胞、小圓

形細胞 ノ浸潤が見ヲ レル。接種後40日 目即 チ

噌過性二肺 カラ少撒 ノ菌 ラ培養 シ得 ル頃二極 ク

少敷 ノ結核結節硯 ラレルガ、 コノ結節ノ・間モ,
ナク完全 二吸牧 セラレ、其 ノ後特記 スベキ所見

ガナクナルガ、肺 カラ再 ビ菌 ラ培養 シ得ルニ至

ル頃(接 種後133日)カ ラ上皮檬細胞性結節ガ形

が

成 セ ラレ、間 モナ ク乾酪 性攣 性 二陪 ル。脾 デハ

17週 以後 二 少撒 ノ結核結節 テ認 メル コ トアル

モ、申心部ハ 観察期間 中 ニノ・乾酪慶性 轟 陥 ラ

ズ。肝 ニハ結核 結節 テ認 メ タル コ トアルモ、全

経 過 テ通 ジテ殆 ド特異的攣化 ガ認 メラレナ カツ

タ。

(5)以 上 ノ結果就 中動物艦 内菌滑長成績及ビ

組織墨的所見 ヨリ考察 シテ、白鼠二於 ケル結核

菌感染實験 二於 テノ・、入型強毒株 ヲ用 フルコト

ガ最モ人禮結核症 ト相似 ノ感染登病経過テトル

モノト思バ レル。 コノ事ハ將來實験的結核症 ノ

感染拉ビニ免疫 ノ研究二當ヅテ顧慮セラレナケ

レバナラナイ。

欄筆 ス勘二臨 ミ、終始御懇篤ナル御指導 ト御校

閲ラ賜 ヒシ、恩師小林教授二深甚 ノ謝意 ラ表 シ、

猴病理組織學的所見二關 シテハ慶患義塾大墨賂

學部内科學教室小澤三雄博士 ノ縄大ナル御援助

テ得 タル コトテ深謝 ス。
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